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あらまし：地域課題解決に向けたデジタル技術の社会実装では，産学官民共創が重要な役割を担っている．

本研究は，ナレッジマネジメントの視点から，地域 IoT実装を主題とする地域共創活動事例の共有により

新たな地域共創活動を支援する地域共創活動デジタルアーカイブを検討し，複合現実技術を活用した地域

IoT実装を仮想体験できるシステムと連携し，システムのオペレーションデータを収集・分析・可視化す

る機能を整理した． 
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1. はじめに 

近年，IoT（Internet of Things）が，地域における

課題解決を図るための効率的・効果的なツールとし

て強く期待されている．総務省による地域 IoT 実装

推進タスクフォースでは，全国各地域における IoT

実装による地域活性化・地域課題解決の実現のため

の取り組みにより，都市の利便性の向上や QoL の向

上といった効果が期待される(1)，としている．また，

地域課題解決に向けた新たな価値創出のためには，

産学官民による共創が重要な役割を担っている．地

域が現在抱えている課題の解決・ビジョンの実現に

は，地方自治体や大学・研究機関，企業での協力が

必要とされている(2)．産学官民による地域オープン

イノベーション拠点選抜制度や産学融合先導モデル

創出プログラムといった産学融合拠点創出事業も展

開されている． 

スマートシティは，地域 IoT 実装の具体的な取り

組みの一つとして位置付けられている(1)．スマート

シティにおいて，地域住民の参加が重要とされてい

るが，IoT を用いて地域課題に対応していくために

は電子工作の知識やプログラミングの知識が必要で

あり，IT に詳しくない地域住民にとって障壁となっ

ている．これに対し，先行研究(3)では， MR 技術を

用いて直観的な操作で原寸大の IoT デバイスを仮

想空間に設置し，現実世界に重畳表示することで，

専門的な知識を必要とせずに地域 IoT 実装の仮想体

験を可能にするシステム「地域 IoT 実装体験システ

ム」を開発した．本システムは地域のコミュニティ

において活用可能であることが示唆された． 

地域共創活動を広げるためには，個々の事例を増

やすだけでなく，地域共創活動事例をナレッジとし

て地域で共有し，新たな地域共創活動に活用できる

仕組みも必要である．そこで，本研究では，先行研

究(3)のシステムと連携し，システムのオペレーショ

ンデータ（以下，地域共創活動データと呼ぶ）を収

集・分析・可視化し，地域共創活動の事例共有を支

援するシステム「地域共創活動デジタルアーカイブ」

を提案する．本稿では，「地域共創活動デジタルアー

カイブ」に求められる要件や機能を整理した． 

 

2. 地域 IoT実装体験システム 

本節では，先行研究(3)において開発した地域 IoT

実装体験システムについて紹介する．本システムは

IoT デバイス設置機能，IoT デバイス管理機能，マル

チプレイ機能で構成される．本システムは，MR ヘ

ッドセットの一種であるMicrosoft社のHoloLens2で

動作する． 

 図１に IoT デバイス設置機能を示す．利用者は仮

想 IoT デバイス（仮想センサー，仮想アクチュエー

タ）を仮想空間に設置し，現実空間に重ね合わせて

動作の様子を確認することができる．実物大の機器

を確認でき，センサーの設置場所を調整するなど，

動作の検証が可能である． 

 

 
図 1 IoT デバイス設置機能 

 

図２に IoT デバイス管理機能を示す．仮想センサ

ーと仮想アクチュエータとの組み合わせや，閾値な

どのパラメータの設定ができる．図３に現時点で利

用可能な IoT デバイスを示す．仮想センサーには，

信号機と連携する
人感センサーを設置

実物大の
信号機を設置
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人感センサー，温度センサー，加圧センサーの 3 種

類を，仮想アクチュエータには，信号機，街灯，駐

車場ゲートの 3 種類を実装している． 

 

 
図２ IoT デバイス管理機能を利用する様子 

 

 
図３ 利用可能な IoT デバイスの一覧 

 

図４にマルチプレイ機能を利用する様子を示す．

マルチプレイヤーフレームワークの一種である

Photon Unity Networking 2 を用いて複数のユーザー

がMRヘッドセットを使用して単一の仮想空間を共

有し，コミュニケーションを取ることができる．仮

想 IoT デバイスの操作と動作も共有される． 

 

 
図 4 マルチプレイ機能 

 

3. 地域共創活動デジタルアーカイブ 

地域 IoT 実装体験システムから生成された地域共

創活動データを記録し，後刻，地域共創活動を分析・

可視化を可能にするシステムとして，地域共創活動

デジタルアーカイブを提案する．図 5 に地域 IoT 実

装体験システムと地域共創活動デジタルアーカイブ

の関係を示す．地域共創活動デジタルアーカイブは，

地域共創活動データ記録機能，地域共創活動データ

可視化機能で構成される． 

地域共創活動データ記録機能は，HoloLens2 を介

して仮想空間に接続した利用者の頭および手の動き，

設置された IoT デバイスの位置や状態を時系列デー

タとして記録できる．本機能により，地域共創活動

において構築された成果物に加え，地域共創活動の

過程を記録することが可能となる．仮想空間内にお

ける座標と時間を関連づけて記録することで，後刻， 

 
図 5．機能追加後のシステム構成 

 

多様な視点から共創活動を振り返ることができる．

また，現実世界の活動場所と共創活動データとを関

連づけることにより，地域共創活動の地域間の比較

が可能になる．地域共創活動データは，地域共創活

動の分析に利用することができ，各地域の活動状況

に基づいて，教育プログラムの改善や，用意する IoT

デバイスを充実させるなど，エビデンスに基づく教

育サービスの改善に利用できると，著者らは考えて

いる． 

地域共創活動データ可視化機能は，地域共創活動

データ記録機能によって記録された地域共創活動デ

ータを分析・可視化するための機能である．記録し

たデータを後から振り返る際に，振り返りのハード

ルを低減するために，振り返りをおこなう利用者に

とって重要なポイントを提示する方法を検討してい

る．振り返るポイントを抽出する方法としては，何

のテーマについて話し合ったか，どのようなメンバ

ーで話し合ったか，地域のどこでアイデア創出をお

こなったかなどの地域共創活動のメタデータを抽出

する仕組みを検討している．本機能によって，これ

から地域共創活動に取り組みたい利用者の興味に応

じた地域共創活動の検索が可能になる．地域共創活

動の可視化の方法には，地域共創活動の要約レポー

トを自動生成し，振り返る対象を決定する際に参照

可能にする仕組みや振り返りたい時刻を指定するこ

とで，途中から地域共創活動を再生することができ

る機能を検討している． 
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